
１．はじめに
平成18年９月12日に第4回『川の自然再生』セミナ
ーを開催したので報告します。
今回のセミナーでは、『川の自然再生』事業での順
応的管理の重要性を踏まえて、将来の再生状況を予
測し、管理方法を計画する参考となるように、テー
マを『順応的管理の技術と方法』にして開催しまし
た。
なお、本セミナーではこれまで３回にわたり各地
の『川の自然再生』の情報発信の場として開催して
います。第１回セミナー (平成15年)では今後の川の
自然再生の方向性を示したセミナー、第２回(平成16
年)は釧路川、円山川などの事例紹介を中心にセミナ
ー、第３回(平成17年)では『合意形成』や『目標設
定』をテーマとしたセミナーを開催しました。

２．開催プログラム
今回の開催プログラムは次の通りです。

３．講演要旨
講演１では基本的な考え方、知床などの事例や自
然再生事業指針(日本生態学会)などについて解説し
ました。順応的管理が不確実性に対する仮説検証型
の管理方法であることを示し、実施後の継続監視を
通じた検証(順応的学習)、状態に応じ方策を変える(
フィードバック制御)という二重のループがあるこ
とを示しました。
講演2では、治水と環境の双方の目標達成に向けた
事例として「河道掘削」を題材とした講演でした。
事例は扇状地礫床河川(セグメント1)、自然堤防河川

(同2-1)における河道設計でした。講演では“緩めの”
河道設計の実施により新たに「環境面の意義」を見
出すことを示しました。
講演3から講演7では、事例紹介、生物などの基礎
データとなる河川水辺の国勢調査の改訂、河川管理
に活用できる技術に関し講演を行いました。内容の
詳細は述べませんが、講演3では荒川太郎右衛門地区
における順応的・段階的モニタリングの解説と試験
施工の取り組み、講演4ではDNA多型分析技術を河
川整備に活用する方法、講演5では平成18年度からの
新マニュアルによる河川水辺の国勢調査の解説が行
いました。その後、講演6では千曲川におけるインパ
クト・レスポンスの紹介として試験掘削によるモニ
タリング事例を示し、講演7では千曲川などで用いら
れている地理情報システム、野生動物追跡システム
等の技術の概要とケーススタディを紹介しました。

４．まとめ
川の自然再生事業は「失われた川と人とのかかわ
り」を復活することが大切で、その管理方法である
『順応的管理』には多くの人の関わりが必要です。ま
た、事例紹介からは、対象とする生物の川との関係
や生態学的な知見を得るには、まだ多くの時間がか
かることとが予想されました。そのため、このよう
なセミナーなどにより情報発信を図ることが、生態
学的な知見の普及、多くの方の事業に対する理解や、
効率的な事業実施に寄与すると考えられます。
なお、今後も当センターではこのような自然再生
に関するセミナーや研修を開催していく予定です。
ご案内は当センターHP の他、ARRN の HP(http://
www.a-rr.net/)でもお知らせしています。
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